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研究成果の概要：顧客関係性が企業の収益に与える影響を会計数値として可視化し、顧客との

取引継続性が企業の収益性に大きな影響を与えることが明らかになった。その結果を受けて、

取引継続性および金額によって顧客別の収益管理システムを構築し、その有効性を明らかにす

ることが出来た。 
 
交付額 
                               （金額単位：円） 

 直接経費 間接経費 合 計 

２００６年度 900,000 0 900,000 

２００７年度 500,000 0 500,000 

２００８年度 500,000 150,000 650,000 

年度    

  年度    

総 計 1,900,000 150,000 2,050,000 

 
 
研究分野：社会科学 
科研費の分科・細目：経営学・会計学  
キーワード：会計学、管理会計  
 
１．研究開始当初の背景 
 管理会計領域における、顧客関係性につい
ての研究は、顧客満足度やロイヤルティなど
会計数値として明らかに出来ない指標の研
究のみであり、顧客関係性を明らかにしよう
とした研究はなかった。 
 
２．研究の目的 
 マーケティングで注目さている顧客との
取引継続性と収益性の関係を管理会計に取
り込み、顧客関係性を可視化し、それに基づ
く管理システムを構築するのが目的であっ
た。また、収益に影響を与える収益ドライバ
ーとして顧客を管理することを理論化する
ことが目的であった。 

３．研究の方法 
 マーケティング領域における研究文献サ
ーベイを行った。また、研究協力者の協力を
得て、実際の企業の顧客データに基づいて、
顧客関係性と収益との関係について分析を
行った。 
 
４．研究成果 
 研究成果の一つとして、サービス業（ホテ
ル・デパート）においては、顧客との取引継
続性と収益との関係が明確であることが実
証研究から明らかになった。また、収益ドラ
イバーとしての顧客を管理するには、マーケ
ティングで行われているフリークエンシ
ー・プログラムが有効であることが分かった。 
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